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本日お伝えすること

・生徒の英語力について
・全国学力・学習状況調査の結果より

① 外国語教育の現状を知る

・令和８年度全国学力・学習状況調査について
・MEXCBTの活用について
・AI等のデジタル技術の活用

② 外国語教育に係る取組を充実させる

・中学校外国語で求めていること
・小学校外国語活動・外国語科、高等学校外国語科
・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善
・グループ協議
・ 「主体的・対話的で深い学び」の視点における指導の在り方

③ 指導の質を向上させる
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第4期教育振興基本計画（令和5年６月１５日閣議決定）（抜粋）



徳島県

R6R5R4
53.2%55.4%52.1%合計

30.8%33.1%26.5%取得

22.4%22.3%25.6%見取り

5令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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英語教育実施状況調査

令和６年度英語教育実施状況調査より



外国語教育の抜本的強化（イメージ）
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生徒の英語力に影響を与える諸要素（高等学校）

中学校はR5の結果を
（ ）内に表記

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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令和6年度全国学力・学習状況調査 質問紙

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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令和6年度全国学力・学習状況調査 質問紙

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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令和6年度全国学力・学習状況調査 質問紙（徳島県）

ポイント差生徒学校質問領域

-9.9%
(+12.1%)

78.6%
(+4.3%)

88.5%
(-7.8%)

英語を聞いて（一文一文ではなく全
体の）概要や要点をとらえる言語活
動を行ったか

聞く

-14.2%
(+4.2%)

80.7%
(+5.3%)

94.9%
(+1.1%)

英語を読んで（一文一文ではなく全
体の）概要や要点をとらえる言語活
動を行ったか

読む

-5.8%
(+2.4%)

82.7%
(+4.5%)

88.5%
(+2.1%)

自分の考えや気持ちなどを英語で
書く言語活動を行ったか書く

-9.2%
(+8.1%)

65.2%
(+7.2%)

74.4%
(-0.9%)

原稿などの準備をすることなく、（即
興で）自分の考えや気持ちなどを英
語で伝え合う言語活動を行ったか

話す
（やり取り）

-14.1%
(-9.6%)

75.7%
(+6.1%)

89.8%
(+15.7%)

スピーチやプレゼンテーションなど、
まとまった内容を英語で発表する言
語活動を行ったか

話す
（発表）

※（ ）は前年度（R5）との比較



令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より 12
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徳島県英語教育推進計画COMPASS

３ 今後の方向性

（１）趣旨
グローバル化が進展する社会を生き抜く『人財』を育成するため、「徳
島県英語教育改善プラン」（平成２８年度～令和２年度）の成果と課題
を踏まえ、学校を取り巻く環境の変化に対応して、本県における英語教
育の取組をより一層推進するための計画とする。
（２）計画期間
令和３年度から令和７年度まで（５年間）

１ 基本的事項

【求められる英語力を有する生徒の割合】

中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当以上
徳島県中３生 ※全国44%
39%(H28)→49%(R1)

高等学校卒業段階でCEFR A2レベル相当以上
徳島県高３生 ※全国44%
36%(H28)→47%(R1)

【授業(50分)の半分以上の時間で
言語活動を行っている割合】
中学校 62%(H28)→91%(R1)
高等学校 54%(H28)→59%(R1)

生徒の英語力

【求められる英語力を有する生徒の割合】
中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当以上

徳島県中３生･･･65%
高等学校卒業段階でCEFR A2レベル相当以上

徳島県高３生･･･65%
【スピーキングテストとライティング
テストの両方を実施している割合】
中・高等学校ともに100%

「英語教育実施状況調査」結果より

具体的な達成目標（令和７年度）

Ｓ

Ｎ

Ｗ Ｅ

２ 現状

○児童生徒が英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う「言語活動」
を通して学び、英語による発信能力（特に「話すこと」）を高めるこ
とができるようにする。

○小学校から高等学校までを見通した学習到達目標を設定するとともに
達成状況を適正に把握し、指導改善につなげる。

○「生きた英語」に触れながら、実際に英語を活用する機会を提供し、
児童生徒の英語学習への意欲向上を図る。

○1人1台タブレット等のICT機器を効果的に活用し、指導の充実を図る。

新 し い 学 習 指 導 要 領 へ の 移 行

外国語教育の早期化 ICT機器やデジタル教材等の整備

【スピーキングテストとライティング
テストの両方を実施している割合】
中学校 89%(R1) ※全国86%
高等学校 38%(R1) ※全国36%

３つ の施策ですすめる英語教育

パフォーマンステストの実施

生徒の英語力

言語活動の割合

パフォーマンステストの実施

【授業(50分)の半分以上の時間で
言語活動を行っている割合】
中・高等学校ともに100%

言語活動の割合

つ

１人１台タブレット等を最大限に活用

13
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令和７年度以降の全国学力・学習状況調査悉皆調査（CBT）での実施について【概要】
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/1421443_00005.htm
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令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より 17



令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より 18

MEXCBTを活用した英語「話すこと」「書くこと」の力の強化に向けた活用イメージ



19MEXCBTより
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MEXCBT活用事例

文部科学省「MEXCBTを活用した英語『話すこと』『書くこと』の力の強化（中学校）」より
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MEXCBT活用事例

文部科学省「MEXCBTを活用した英語『話すこと』『書くこと』の力の強化（中学校）」より
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MEXCBT活用事例

文部科学省「MEXCBTを活用した英語『話すこと』『書くこと』の力の強化（中学校）」より
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MEXCBT活用事例

文部科学省「MEXCBTを活用した英語『話すこと』『書くこと』の力の強化（中学校）」より



３．生成AIの教育利用の方向性
（１）基本的な考え方
●学習指導要領は、「情報活用能力」を学習の基盤となる資質・能力と位置

づけ、情報技術を学習や日常生活に活用できるようにすることの重要性を
強調している。このことを踏まえれば、新たな情報技術であり、（略）ど

のように学びに活かしていくかという視点、近い将来使いこなすための力
を意識的に育てていく姿勢は重要である。

●その一方、生成AIは発展途上にあり、多大な利便性の反面、

（略）批判的思考力や創造性、学習意欲への影響等、様々な懸念も指摘さ
れており、教育現場における活用に当たっては、児童生徒の発達の段階を

十分に考慮する必要がある。
（２）生成AI活用の適否に関する暫定的な考え方
２．活用が考えられる例

④英会話の相手として活用したり、より自然な英語表現への改善や一人一
人の興味関心に応じた単語リストや例文リストの作成に活用させること、

（略）

AI等のデジタル技術の活用

文部科学省「初等中等教育段階における生成AIの利用に関す
る暫定的なガイドライン」（令和５年７月４日）より抜粋 25
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中学校外国語科の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見
方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通
して、簡単な情報や考えなどを理解したり表
現したり伝え合ったりするコミュニケーション
を図る資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。

中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標
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29中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標



30中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標



31中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標
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外国語教育における学習過程

①設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況等を
理解する、

②目的に応じて情報や意見などを発信するまでの方向
性を決定し、コミュニケーションの見通しを立てる、

③目的達成のため、具体的なコミュニケーションを行う、

④言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行う

中学校学習指導要領解説 外国語編 第２章 第１節 第１ 目標（２）



33中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標



中学校

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読
むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現した
り伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

学習指導要領 外国語科の目標

小学校外国語活動

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、話
すことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る素地となる資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

小学校外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読
むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

高等学校

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読
むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結びつけた統合的な言語活動を通して、
情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図
る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

「言語活動を通して」育成がポイント

34



令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より

「言語活動を通して」育成がポイント

35



言語活動

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説外国語編」より

36

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、

必要な情報や考え
（必要な情報、概要、
要点）を捉えさせる
活動

考えなどを形成させ
（表現内容を考えさ
せ）表現させる活動

受信
（聞く・読む）

発信
（話す・書く）

「言語活動を通して」育成がポイント
内容が先、英語が後

発音練習、歌、英語の文字を機械的に書く⇒×言語活動
練習は、言語活動を成立させるために重要！
練習だけに終わらないように留意！

「小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブック」より



学習指導における「授業を英語で行う」とは

令和６年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より 37



38

小学校の外国語活動・外国語科で求めていること

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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小学校の外国語活動・外国語科で求めていること

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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小学校の外国語活動・外国語科で求めていること

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



41「令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（外国語）【速報版】」より

令和4年度小学校学習指導要領実施状況調査より



42「令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（外国語）【速報版】」より

令和4年度小学校学習指導要領実施状況調査より



43「令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（外国語）【速報版】」より

令和4年度小学校学習指導要領実施状況調査より



44「令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（外国語）【速報版】」より

令和4年度小学校学習指導要領実施状況調査より
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高等学校の外国語科で求めていること

高等学校の科目構成

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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高等学校で育成をめざす資質・能力

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



47令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より

高等学校で育成をめざす資質・能力



48令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より

高等学校で育成をめざす資質・能力



49令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進める際の留意点

ア 授業改善の捉え方
イ ３つの視点で授業改善を進めること
ウ 学習活動の質を向上させること
エ 内容や時間のまとまりの中で実現を図ること
オ 「見方・考え方」を働かせること
カ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図ること

イ 授業の方法や技術の改善のみを意図するものではな
く、児童生徒に目指す資質・能力を育むために「主体的
な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点で、授業
を進めるものであること。

中学校学習指導要領解説 外国語編 第１章（２）③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進より作成

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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52令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



53令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



54令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



55令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



56令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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令和５年度全国学力・学習状況調査 事例４ 第３学年の実践

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



58令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より

B 「内容面」における教師の指導
C 「言語面」における教師の指導



＜協議の進め方＞
１ グループ内で順番に実践を発表。
・１～３について実践例を含めて説明
・質疑応答

２ 次の2点について協議し、まとめる。
⑴ 「内容面」における指導において重要なこと
⑵ 「言語面」における指導において重要なこと

３ 全体共有
59

「言語活動を通した指導」を単元で行う
ことについて協議



60令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



61令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



62令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



63令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



64令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



65令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



66令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



67令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



68令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



69令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合う
などの言語活動を行う際は、２の（1）に示す言語材料に
ついて理解したり練習したりするための指導を必要に応
じて行うこと。また、小学校第３学年から第６学年までに
扱った簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰
り返し指導し定着を図ること。

中学校学習指導要領（平成29年告示）外国語 ３ 指導計画の作成と内容の取扱い （１）指導計画の作成上の配慮事項 ウ

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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実際に英語を用いた言語活動を通して、小学校学習
指導要領第２章第10節外国語第２の２の（１）及び次に
示す言語材料のうち、１に示す五つの領域別の目標を
達成するのにふさわしいものについて理解するとともに、
言語材料と言語活動とを効果的に関連付け、実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ことができるよう指導する。

中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第２ ２ 内容（１）

エ
小学校学習指導要領第２章第10節外国語第２の２の
（１）のエ及び次に示す事項について、意味のある文脈
の中でのコミュニケーションの中で繰り返し触れることを
通して活用すること。
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エ 文法事項の指導に当たっては、次の事項に留意すること。
（ア）

英語の特質を理解させるために、関連のある文法事項はまとめ
て整理するなど、効果的な指導ができるよう工夫すること。

（イ）

文法はコミュニケーションを支えるものであることを踏まえ、コ
ミュニケーションの目的を達成する上での必要性や有用性を実感
させた上でその知識を活用させたり、繰り返し使用することで当該
文法事項の規則性や構造などについて気付きを促したりするなど、
言語活動と効果的に関連付けて指導すること。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説外国語編３（２）内容の取扱い
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①設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況等を理解する、
②目的に応じて情報や意見などを発信するまでの方向性を決定し、
コミュニケーションの見通しを立てる、

③目的達成のため、具体的なコミュニケーションを行う、
④言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行う

外国語教育における学習過程

ク

各単元や各時間の指導に当たっては、コミュニケーションを行う目
的、場面、状況などを明確に設定し、言語活動を通して育成すべき
資質・能力を明確に示すことにより、生徒が学習の見通しを立てた
り、振り返ったりすることができるようにすること。

中学校学習指導要領解説 外国語編 第２章 第１節 第１ 目標（２）

中学校学習指導要領解説 外国語編 ３（２）内容の取扱い



74令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



75令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



76令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



77

生徒が、基礎的・基本的な知識及び技能の習得も含め、学習内
容を確実に身に付けることができるよう、生徒や学校の実態に応じ、
個別学習やグループ別学習、繰り返し学習、学習内容の習熟の程
度に応じた学習、生徒の興味・関心等に応じた課題学習、補充的
な学習や発展的な学習などの学習活動を取り入れることや、教師
間の協力による指導体制を確保することなど、指導方法や指導体
制の工夫改善により、個に応じた指導の充実を図ること。その際、
第３の１の⑶に示す情報手段や教材・教具の活用を図ること。

中学校学習指導要領（平成29年告示）第１章第４（４）

文部科学省サポートマガジン『みるみる』https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6



78文部科学省サポートマガジン『みるみる』https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6



79文部科学省サポートマガジン『みるみる』https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6



80



81令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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83令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



84令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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参考資料（R7～）

文部科学省サポートマガジン『みるみる』

https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6

① 「個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実」を図る授業づくりについて学ぶ

② 授業づくりについて学ぶ１

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/eigo/r07.html

令和５年度全国学力・学習状況調査調査結果を踏まえた
学習指導の改善・充実に関する指導事例集

③ 授業づくりについて学ぶ２

文部科学省/mextchannel外国語教育はこう変わる！
（新たに４本の動画を追加）

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f



■思考・判断・表現の学習評

価問題例を中心に掲載

■随時更新

・知識・技能の問題を追加

・技能統合の問題を追加

・全国学力調査の問題を追加

ID:   COMPASS

Pass:  English

https://www.pref.tokushima.lg.jp/compass-private-/

86

徳島県教育委員会COMPASS 「指導と評価の一体化」サイト



https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/

徳島県学力向上確認プリント
中２英語 ６回分

学習ガイド関係資料
活用問題

授業づくり研修
全国学力・学習状況調査をもと

にした授業づくりに関する資料

87

徳島県学力向上関係資料
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StuDX Style（スタディーエックス スタイル）



https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/1407731.htm 89



令和5年度「主体的・対話的で深い学びの充実に資するデジタル教科書をはじめとするＩＣＴ機器等を活用した効果的な指導に関する実証事業」リーフレット（超概要版） 90



「令和5年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業」実践事例集より 91
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